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[Ⅰ-2-1 表]                主  要  指  標  の  推  移 

対前年 対前年 対前年 対前年 対前年 対前年

増減数 増減率 増減率 増減率 増減数 増減数

校 学級 ％ 人 ％ 人
平成 14 531 - 7,576 △2.5 247,841 △3.0 15,190 △0.9 32.7 △0.2 16.3 △0.4

15 530 △1 7,491 △1.1 242,672 △2.1 15,060 △0.9 32.4 △0.3 16.1 △0.2

16 530 - 7,418 △1.0 238,977 △1.5 15,047 △0.1 32.2 △0.2 15.9 △0.2

17 529 △1 7,434 0.2 239,796 0.3 15,021 △0.2 32.3 0.0 16.0 0.1

18 527 △2 7,458 0.3 239,492 △0.1 15,094 0.5 32.1 △0.1 15.9 △0.1

3 - 33 - 1,314 0.5 61 △1.6 39.8 0.2 21.5 0.5

463 △1 6,784 0.4 215,337 △0.2 13,738 0.4 31.7 △0.2 15.7 △0.1

61 △1 641 △0.2 22,841 0.5 1,295 1.3 35.6 0.2 17.6 △0.1

教員(本務者)
（ 本 務 者 ） の生徒数 １人当たりの  

学 級 数 生 徒 数

生徒数

国立

年 度

教 員 数 1学級当たり
学 校 数

私立

公立

（１）学校数 

ア  学校数は 527 校で、前年度より 2 校減少している。           [Ⅰ-2-1 表]

イ  設置者別では、国立 3 校(構成比 0.6％）、公立 463 校(同 87.9％）、私立 61 校(同

11.6％）で、公立で 1 校廃止、私立で 1 校廃止となっている。       [Ⅰ-2-1 表]

ウ  市町村別では、大阪市 153 校、堺市 46 校、東大阪市 29 校の順に多く、千早赤阪村・河南

町・岬町・田尻町・忠岡町 1 校、太子町・能勢町・豊能町・島本町 2 校の順に少ない。 

[統計表 11]

エ  都道府県別では、東京都 828 校、北海道 708 校、大阪府 527 校の順である。 [付表-5]

 

（２）学級数 

ア  学級数は 7,458 学級で、前年度より 24 学級(対前年度 0.3％）増加している。 

[Ⅰ-2-1 表]

イ  設置者別では、国立 33 学級(構成比 0.4％）、公立 6,784 学級(同 91.0％）、私立 641 学

級(同 8.6％）である。                         [Ⅰ-2-1 表]

ウ  学級編制方式別では、単式学級 6,706 学級(構成比 89.9％）、複式学級 1 学級(同

0.0％）、75 条の学級 751 学級(同 10.1％）である。            [Ⅰ-2-2 表]

エ  市町村別では、大阪市 2,054 学級、堺市 670 学級、東大阪市 425 学級の順に多く、千早赤

阪村・田尻町 7 学級、河南町・岬町・忠岡町 14 学級の順に少ない。 

   また、前年度と比較すると、東大阪市 8 学級、貝塚市・八尾市 4 学級、寝屋川市・門真

市・羽曳野市 3 学級の順に増加し、吹田市 4 学級、守口市・堺市 3 学級、茨木市・大阪狭山

市・枚方市 2 学級の順に減少している。             [統計表 11・付表-7]

[Ⅰ-2-2 表]              学 級 編 制 方 式 別 学 級 数 ・ 生 徒 数 

学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

学級 人

平成 14 7,576 247,841 6,928 245,883 1 8 647 1,950
15 7,491 242,672 6,820 240,585 1 6 670 2,081
16 7,418 238,977 6,731 236,798 1 5 686 2,174
17 7,434 239,796 6,730 237,523 2 12 702 2,261
18 7,458 239,492 6,706 237,005 1 11 751 2,476

年　度
総数 単式学級 複式学級 75条の学級

 

 



（３）生徒数 

ア  生徒数は 23 万 9492 人で、前年度より 304 人(対前年度△0.1％）減少している。 

[Ⅰ-2-1 表・Ⅰ-2-4 表・付表-1]

イ  設置者別では、国立 1,314 人(構成比 0.5％）、公立 21 万 5337 人(同 89.9％）、私立 2 万

2841 人(同 9.5％）である。                       [Ⅰ-2-1 表]

ウ  学級編制方式別では、単式学級 23 万 7005 人(構成比 99.0％）、複式学級 11 人(同

0.0％）、75 条の学級 2,476 人(同 1.0％）である。            [Ⅰ-2-2 表]

エ  男女別では、男子 12 万 2657 人(構成比 51.2％）、女子 11 万 6835 人(同 48.8％）であ

る。                                 [Ⅰ-2-3 表]

オ  市町村別では、大阪市 6 万 5438 人、堺市 2 万 1522 人、東大阪市 1 万 3684 人の順に多

く、千早赤阪村 155 人、田尻町 201 人、岬町 451 人の順に少ない。 

   また、前年度と比較すると、東大阪市 180 人、八尾市 87 人、羽曳野市 75 人の順に増加

し、高槻市 135 人、豊中市 134 人、河内長野市 128 人の順に減少している。 

[統計表 12・付表-7]

カ  都道府県別では、東京都 29 万 8062 人、大阪府 23 万 9492 人、神奈川県 22 万 2343 人の順

である。                                 [付表-5]

キ  １学級当たりの生徒数は 32.1 人で、前年度より 0.1 人減少している。 

   また、市町村別では、交野市 35.3 人、河内長野市 34.9 人、河南町 34.6 人の順に多い。 

[Ⅰ-2-1 表・付表-7]

ク  教員(本務者)１人当たりの生徒数は 15.9 人で、前年度より 0.1 人減少している。 

[Ⅰ-2-1 表]

ケ  帰国子女数は 105 人で、前年度間より 18 人(対前年度間 20.7％）増加している。 

[Ⅰ-2-5 表]

コ  外国人生徒数は 4,182 人で、前年度より 257 人(対前年度△5.8％）減少している。 

[Ⅰ-2-6 表]

[Ⅰ-2-3 表]                 設 置 者 別 ・ 男 女 別 生 徒 数 

計 男 女 男 女 男 女 男 女
人

平成 14 247,841 126,575 121,266 639 679 114,467 109,364 11,469 11,223

15 242,672 123,685 118,987 638 677 111,936 107,134 11,111 11,176

16 238,977 121,863 117,114 631 678 110,043 105,380 11,189 11,056

17 239,796 122,652 117,144 629 678 110,595 105,170 11,428 11,296

18 239,492 122,657 116,835 641 673 110,513 104,824 11,503 11,338

年　度
国  立 公  立 私  立総  数

 

 [Ⅰ-2-4 表]    学 年 別 生 徒 数 [Ⅰ-2-1 図]    学年別生徒数の推移 

  

総 数 1 年 2 年 3 年

人

平成 14 247,841 79,811 83,612 84,418

15 242,672 79,345 79,663 83,664

16 238,977 79,710 79,323 79,944

17 239,796 80,512 79,712 79,572

18 239,492 78,944 80,565 79,983
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  [Ⅰ-2-5 表]      帰 国 子 女 数 [Ⅰ-2-6 表]      外 国 人 生 徒 数 

  
総数 1年 2年 3年
人

平成 13 90 36 28 26
14 88 26 23 39
15 87 32 25 30
16 87 31 22 34
17 105 36 31 3

年度間

8  

総数 国立 公立 私立
人

平成 14 5,471 9 5,109 353
15 5,161 17 4,838 306
16 4,807 16 4,501 290
17 4,439 17 4,179 243
18 4,182 18 3,915 249

年度

 

 

（４）長期欠席者数(平成 17 年度間） 

[Ⅰ-2-2 図] 

理由別長期欠席者数の推移 

ア  長期欠席者数は 1 万 2589 人で、前年度間より 149

人(対前年度間 1.2％）増加している。 

[Ⅰ-2-7 表]

イ  理由別では、病気 2,421 人(構成比 19.2％）、経

済的理由 13 人(同 0.1％）、不登校 8,294 人(同

65.9％）、その他 1,861 人(同 14.8％）である。 

[Ⅰ-2-7 表]

ウ  長期欠席者数が全生徒数に占める割合は 5.25％

で、前年度間より 0.04 ポイント上がっている。 

[Ⅰ-2-7 表]

エ  全国平均は 3.55％で、大阪府が 1.70 ポイント上

回っている。 

[Ⅰ-2-7 表・付表-2]
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[Ⅰ-2-7 表]                 理 由 別 長 期 欠 席 者 数 

経済的
理由

人 ％ 人 人

平成 13 14,243 5.57 2,487 27 9,909 1,820 148,547 3.72

14 13,170 5.31 2,091 13 9,193 1,873 136,013 3.52

15 12,653 5.21 1,991 6 8,855 1,801 131,181 3.50

16 12,440 5.21 1,907 10 8,724 1,799 127,658 3.48

17 12,589 5.25 2,421 13 8,294 1,861 128,562 3.55

年度間 全国総数
全生徒数に

占める長期

欠席者率

総数

欠　　席　　理　　由

病気 不登校 その他

全生徒数に

占める長期

欠席者率

％

 

 

（５）教員数(本務者） 

ア  教員数（本務者）は 1 万 5094 人で、前年度より 73 人(対前年度 0.5％）増加している。 

[Ⅰ-2-1 表]

イ  設置者別では、国立 61 人(構成比 0.4％）、公立 1 万 3738 人(同 91.0％）、私立 1,295 人

(同 8.6％）である。                          [Ⅰ-2-1 表]

ウ  男女別では、男子 8,379 人(構成比 55.5％）、女子 6,715 人(同 44.5％）である。 

[統計表 15]

 


